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情 報 の探 索 と感 知 と活 用
沼 田 久
1.は じめ に
(1)大学や研究所の研究者ならば研究論文 を書 くために,企 業の経営者や管
理職ならば経営判断や日々の業務指示などのために,医 師は患者の治療のため
に,ス ポーッチームの監督は相手に勝つために,作家は小説を書 くために…,
それぞれ関連の情報を求めて様々な文献を集めた り,実験 をしたり,人 と話を
した り,ライバル企業の製品の観察をしたりする。情報を欲する人々は仕事の
必要によって情報を求める。(この稿では音楽 ・映画 ・ビデオゲーム ・噂話を
楽 しむなど,消費するための情報については対象外とする。)
M.Malanchuk(文献[1])は,洪 水のように押 し寄せ る情報の中か ら,
必要な情報を得 るための技術や心掛けを述べている。そこでは電子メール ・電
子掲示板 ・ファクス ・報告書 ・連絡書 ・提案書 ・議事録 ・全国紙 ・地方紙 ・法
律文書 ・総合情報誌 ・パ ンフレット・業界誌 ・ニュース レター ・等の文字情報
と,直接 の対話 ・電話 ・テ レビ ・ミーティング ・プ レゼ ンテー ション ・発表
会 ・講演などで得られる音声情報が扱われている。
確かに現在は大量の情報 を様々なメディアを通 して得ることがで きる。仕事
のために情報を必要 とする人々は,大 量の情報 を簡単に得 られるようになって
いると同時に,情 報の洪水 に悩むことにもなっている。
しかしなが らそのような 「大量現象」は,情報が文書 ・音声 ・画像などになっ
ていて,新 聞 ・雑誌 ・図書 ・報告書 ・学会誌 ・放送 ・ビデオ ・CD・などの形
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態になり,イ ンターネッ ト・パソコン通信 ・社内メール ・郵送 ・宅配 ・図書館
や資料室などの利用 ・テ レビ ・ファクス ・電話などの伝達手段によって,自 発
的にまたは自動的にまたは強制的に自分の眼や耳に入るからなのである。つま
り 「記号化」され 「メディア化」されている情報についての現象である。
(2)記号化されメディア化 されると 「公開性」を持つようになる。つまり「誰
でも」その情報を利用できるようになる。ただし 「誰でも」 とい うのは場合に
より範囲が異なる。公共の図書館にある資料は(そ この住民か否かなどで制限
つきの場合 もあろうが)原 則的に誰で もアクセス可能であるが,社 内での報告
書やメールなどはその報告書やメールが届けられるべ き範囲の人物にとっての
公開性である。商用データベースの利用は会員になり料金を払えば,と いう意
味での公開性である。
記号化されメディァ化 されると 「登録される」 という現象が起 きる。 もっと
も分か りやすいのは出版 され図書館に購入された図書であろう。記号番号が付
され,図 書カー ドや コンピュータによる検索によって所在を知 りアクセスする
ことがで きる。社内文書などでは登録 ・保存の程度は様々であろうが,フ ァイ
リングがなされることは登録の一種である。そうなれば社内の関係者は検索 ・
アクセスすることができる。
(3)記号化 されメディア化 され登録 された情報は,誰 かが見い出 した情報で
ある。言うならば一次情報ではなくて二次情報である(こ こでの一次 ・二次の
用語 は厳密に使 っているものではない)。そ してまた自分の必要から見て十分
な情報があるとは限 らない。
記号化の態様 も問題である。デジタル化され電子メディアに乗 った ものとそ
うでない ものは,ア クセスの容易さにおいて大差がある。
公開や登録の態様 ・程度はさらに多様である。外交情報,政治の中枢の情報,
軍事情報などは記号化 ・文書化され,政 府の中枢部ではファイリング(す なわ
ち登録)さ れていても,一 般人には検索もアクセスもで きない。一定の年数を
経過 したものは公開する国もあるが,そ うなっていない国もある。
古文書などは確かに 「記号化」はされている。図書館や古文書館などで登録
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されているものは膨大である。 しかし地方の旧家や古本屋などにあってご く一
部の人だけがその存在を知っているだけ,ま たは旧家に死蔵 されたまま,家 人
だけがその存在 を知っている,あ るいは存在を知っていてもその価値を知 らな
い,あ るいは家人さえもその存在 を知らない,と いうものも多い。また登録さ
れてはいても,そ の古文書に記載 されている内容が検索 した書名だけでは全部
は分か らないこともある。
(4)記号化 されない情報 は観察 ・調査 ・実験 ・検査 ・発掘などによ り文字
化,画 像化,グ ラフ化などの記号化がなされ,文 書や記録映画 ・ビデオなどに
なる。ビジネス目的ならば経営活動のために使われる。学術 目的ならば論文と
な り報告され学会誌 として登録 される。文字化 された情報を使 って書かれた小
説などは発表されて登録 される。
(5)記号化 されていても上記の(3)のような事情になっていれば,必 要な情報
を獲得するには(4)と同様に観察 ・調査 ・実験 ・検査 ・発掘 ・聞き込み ・探索に
よって,そ の記号化された文書などを捜 し出すか,ま たはそれに代替する情報
を得 なければならない。
以上の(4)も(5)も,現実世界か ら 「生の情報」 を引き出す行為,と して同等に
考えてよいと思う。
本稿では情報獲得 と活用のケースス タデイをする。「獲得」はどちらかと言
えば観察力 と足 によるケースに重点 を置いている。図書館にもなく電子メディ
アでも手に入 らないであろう 「未記号化情報」の探索 ・感知,そ して旧家や資
料館や古本屋などにはあるか も知れないが 「未登録状態」 にある情報を探索す
る努力のケーススタデイである。なお,こ の種のものは学術文献よりも一般書
に面白いものが多い。以下で述べ る5分野のほかにも,例 えば軍事や外交など
興味あるケースが多数あるが,紙 数の関係 もあ り割愛す る。
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皿.作 家 にとっての情報
作家の吉村昭氏が雑誌に 「史実を歩 く」 という連載 をしている[2]。この
稿の執筆 までにはまだ4回 しか出ていないが,情 報の探索 という点で興味をそ
そ られる内容なのでここで一部紹介する。連載の第3,4回 は,氏 が小説 「桜
田門外ノ変」を書 くために行った調査の一部を述べている。水戸脱藩士17名と
薩摩藩士1名 が大老井伊直弼を暗殺 した この事件は1860年3月3日に起 きた
(1860年は安政7年 だが,3月18日に万延 と改元されたので一般に万延元年 と
言われる)。小説の主人公は襲撃の指揮者である水戸脱藩士の関鉄之介である。
吉村氏の記述か ら氏の情報探索ぶ りを要約 してみよう。
(皿一1)第3回 は 「その 日,雪はいつやんだのか」 という副題である。
[2-3コ
(1)執筆に入る前に氏 はまず東京大学史料編纂所の元教授吉田常吉氏を何度
も訪ね,教 えを乞 うた という。吉田氏は井伊家文書の研究や水戸市史編纂
などで著名な史家である。
(2)鉄之介の孫の関勇氏の静子夫人が存命で,関 家にある鉄之介の,未 公開
部分 も多い日記をしば しば閲覧させていただいた。
13)茨城大学河内八郎教授の協力 を得て,事 変の史料だけでなく,関与 した
藩士や豪商の 日記類 も見せていただいた。
(4)鉄之介が旅 した地を歩いてまわ り,史料の収集 と現地調査をした。
(5)桜田門の前には当時杵築藩松平大隅守の江戸藩邸があった。その江戸留
守居役が事変を藩邸の窓か ら終始見つめ記録 した文書 を調べた。
(6)同藩の儒官小川弘蔵 も記録 を残 している。その中に1人 の彦根藩士が杵
築藩邸の通用門の方に逃れ震えていた,と いう記述があることを述べてい
る。
(7)大老 を討ったあと,鉄之介 と岡部三十郎が品川宿へ行 く。その日は夜明
け前から雪で,事 件の頃は大雪であったことが多 くの記録にあるが,そ れ
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がいつやんだのか,小 説を書 く上ではどうしても知 りたいので,あ らゆる
史料をあさったが,そ れにふれた記述がない。雪がやんだ時刻を記 してい
るのは水戸の豪商大高織衛門の日記のみで「雪,八つ(午後2時)過 ぎ止む」
とあるとのこと。だがこれは江戸ではなく水戸の天気である。そこで三鷹
の天文台などにも問い合わせたがわか らず。「週刊新潮」の 「掲示板」 を
使 って,事 変の 日の雪のことを記した先祖の日記を持っている人がいたら
ぜ ひ,と探 したが反応はなし。やむをえず小説には大高織衛門の記 した時
刻 を使った。
この件に関しては単行本として刊行後に読者から情報があって,文 庫版
で訂正することができたという。それについては後にまた取 り上げる。
(8)品川宿で鉄之介は故郷に手紙を書いている。末尾に 「三月三日 雪降日
舟中認」とあ り,降雪の中で書いていることが分かるが,「舟中認」とは,
彼が追手を警戒 して舟を沖に出させて書いたのかと,吉村氏は思ったとい
う。
(9)鉄之介は襲撃前夜 も当日も品川宿の妓楼に泊 まっている。吉村氏はそれ
ら妓楼の規模 などを調べ るために品川の図書館に行き,品 川宿の四季折々
のことを記 した文書を発見する。「三月三 日 大汐,汐干狩 りにて賑ふ」と。
例年の天候ならばその日は大勢の行楽客が来て,舟 に乗って沖に出る。正
午頃にはすっか り潮が引いた所に降 り立ち貝や魚 をとる。鉄之介が品川宿
に着いた頃には,は るか沖まで海水が引いて,一 面の砂地になっていたこ
とになるが,大 雪のため潮干狩 りの客などなく,舟 は岸につながれていた
はず。「舟中認」の舟は,岸 辺の砂地に置かれた舟だったのだ,と 吉村氏
は述べ,「私は,あ らためて労を惜 しまず現地に足をむけねばならぬのを
感 じた。」 と書いている。
(E-2)第4回 は 「暗殺者はどこに逃げたのか」である。[2-4]
(1)桜田門外の変は周到な準備の もとに行われたという。事変前,水 戸藩士
らは諸藩に向けて二手の遊説班を派遣 した。鉄之介 と矢野長九郎の第一班
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の行動は鉄之介の日記で分かる。住谷寅之介,大 胡車蔵の第二班は土佐 ・
宇和島 ・徳島へ行っていることしか分か らなかったが,前 記の河内教授か
ら 「水戸藩士住谷信順(寅 之介)日 記」を見せてもらい,遊 説行のすべて
が分かったという。
吉村氏は住谷 らが足止めをくった土佐藩領入口の関所のある立川村(高
知県長岡郡大豊町)へ 行き,い かにも関所があった所 ということを実感す
る。住谷は迎 えに来た坂本竜馬 と面談し,好 印象の人物であることを記 し
ている。
(2)事変では,警 護側の4人 が現場で斬殺され,深 手を負った4人 が後に死
亡 した。襲撃側の18人のうち,現場での死者1人 のほか,重傷の4人 が自刃,
8人の自訴者のうち負傷 していた3人 は死亡,5人 は死罪 となった。逃亡
した5人 のうち鉄之介のことは後記するとして,岡 部は捕 らわれて死罪,
1人は自刃 した。他の2人 は親族知人の必死の助けで明治まで生 き延びた。
その1人 増子金八は明治16年に60歳で死去。 もう1人,海 後硅磯之介は維
新後東京に出て…警察官にな り,退官後,明治36年に76歳で死去 した という。
(3)「水戸藩史料」(全五巻)は 明治年間に編集 され,正 確なことで絶大な
評価 を受けている。それには鉄之介の逃亡の経過が簡単に記 され,越 後の
雲母(キ ラ)温 泉で捕 らわれ…文久二年五月十一日,江戸 日本橋伝馬町の
獄で斬 られたことが記載 されているという。
だが水戸藩史料は簡単過ぎて,小 説家にとっては場面描写の助けにな り
難い。吉村氏は途方に暮れたが,茨 城県立図書館員の染谷賢二氏が長い年
月を費や して作成 した桜田門外の変の史料一覧表を,染谷氏からもらって
いることを思い出す。一覧表で東京大学史料編纂所所蔵の 「関鉄之助就縛
始末」を見出す。(途中いろいろと史料や関係者のことがあるが,こ の稿
では省略する)吉 村氏は鉄之介の逃亡経路を訪ね,関 係者の子孫などから
話 を聞 き,史料の記述 と一致 していることを知るが,水 戸藩史料の 「雲母
温泉で捕 らわれ」は誤 りで,「就縛始末」にある 「湯澤 と申候庭にて召捕…」
が正 しいことを確認する。湯澤温泉には鉄之介の泊まっていた 「田屋」 と
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いう宿 と 「本鎌倉屋」 という宿の2軒 が今 もあるとい う。鉄之介は夜に捕
吏に踏み込まれ,翌 朝護送駕籠で田屋 を離れ,世 話になった庄屋佐藤家の
門前で感謝の言葉を述べ,水を一杯所望 し,それを飲んではなれていった,
と佐藤家に残る文書にあるとのこと。
(4)妙なことに,雲 母温泉でもなく湯澤温泉で もない,雲 母温泉 と川を隔て
た高瀬温泉 というところに 「関鉄之助潜匿記念碑」とい うのが立っている
の吉村氏 は発見 し,「私は釈然 としない思いで しばらくの間,そ の碑 を見
つめていた。」 と書いている。
(ll--3)・刊行後のこと。
(1)(II-1)(7)の雪の止んだ時刻に関して。
「桜 田門外 ノ変」が単行本として出版され,新潮社主催の月例講演会で
吉村氏が 「桜田門外ノ変について」 と題する講演 をする。雪がやんだ時刻
のことも話す。半月後,講 演を聞いた人か ら,斉藤月零の日記 に雪がやん
だ時刻が書いてあると記 した葉書が来る。その日記は吉村氏も持っていて,
気づかなかったのは迂闊であったと思いなが ら三月三日の欄を見 ると 「…
昼時過雪雨止む」とあるが,漠 然 としているので,小 説の文章はそのまま
にしていた。
ところが,こ の 「史実を歩 く」の原稿 を書 く一ケ月ほど前,友 人の昭和
女子大学川島保良教授から,西周の夫人升子の日記のコピーが送られてき
たとのこと。升子は克明な日記を残 し,必ず天候が記されているという。
三月三日には 「九つ(正 午)過 頃やみにけ り」 と。
八つとは2時 間も差がある。「桜 田門外 ノ変」はすでに文庫本になって
いるので,氏 は文庫編集部に訂正を依頼 した,と 書いている。
(2)単行本 として出版後,山 中という読者から来た手紙に,川崎市の多摩川沿
いの寺の住職から聞いた話が書いてあったという。以下は吉村氏の文章:
「事変があった時,現場から逃げた彦根藩士が刀 を捨て,雪 の降る多摩
川を越 えて寺の前で倒れた。当時の住職が助けて事情をきくと,も しも藩
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邸にもどれば,なぜ死ぬまで藩主を守って闘わなかったのか,となじられ,
必ず切腹 を命 じられる。それが恐ろしく,ここまで逃げてきた,と言った。
さらに男は,一 生 この寺に置いて くれ と懇願 したので,住 職は承諾 し,男
は頭を丸めて寺男にな り生涯を終 えた。」
山中氏は寺の名前がうろ覚えだった らしく 「廣澤寺?」 と書いてあった
という。そこで吉村氏は尋ね歩 く。3箇 所 目で 「廣福寺」であることを突
き止めるが,途 中,地 図の寺の名前にミスプリがあることを発見 した りす
る。
住職は,逃 げて来た藩士は廣福寺の末寺の寺男 になって生涯を終えたこ
と,寺 に墓はないが,辞 世を刻んだ碑があることを教えてくれる。碑の裏
面 には 「彦根隠士 畑権助 法名秀元」「文久三年,歳 七十五で建之」 と
あったという。事変は3年 前,72歳では満足な闘いなどできないだろう。
主君の死に申し訳が立たぬと考え,現 場をのがれたのだろうと吉村氏は書
いている。
(3)警護の行列に加わっていた足軽の子孫か らの手紙 もあったそうである。
恐怖で現場から逃れ,寺 に入って僧徒 となり,主君の冥福を祈って生涯 を
終えたという。
(皿一4)「史実を歩 く」の第1回 は副題が 「ロシア皇太子 と刺青」である。
[2-1]
明治24年5月11日に起きた大津事件を題材に した小説 「ニコライ遭難」を書
くにあたっての情報探索のことである。意外なこととして吉村氏は,ロ シア皇
太子ニコライが,同 行 したギリシャのジョージ親王 と共に,長 崎で密かに刺青
師を呼び,両腕 に刺青 を彫ったこと,長崎の遊里などを微行 したこと,京都の
祇園で舞妓たちに腕をまくって刺青を見せたことなどを発見 している。この稿
では割愛する。
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(E-5)第2回 は 「長英の隠された足跡」である。[2-2]
小説 「長英逃亡」 を書 くための史料のことである。蛮社の獄で終身禁固の刑
を受けた高野長英の,脱 獄後の逃亡の足跡 を追っている。吉村氏は史料を求め
て訪ね歩 くなかで,長 英の東北逃亡を裏付ける文書を発見する。 これも面白い
内容だが割愛する。
皿.模型作 りの情報
静岡市にタミヤという,レ ーシングカーや四輪駆動車,飛 行機や戦車や軍艦
などの模型(プ ラモデル)を作 っている会社がある。 ミニ四駆のレース性能や
各種モデルの品質の良さなどで世界的にも有名な会社である。先代の田宮義雄
氏が1946年に細々と始めた製材業か ら徐々に木製模型製造に移 り,1953年に模
型専業 「田宮模型」となるが,まもなくアメリカか ら輸入 され始めたプラスチッ
ク製のモデルに圧倒 されてしまう。様々な困難を乗 り越 えてプラモデル製造に
乗換 え,外 注 していた金型 も自社で製造するとい う小規模 な製造業としては破
天荒なことをや り遂げる。創意と工夫,入 材の育成,ホ ビー市場の嗜好の変化
などを読み取 っての経営で,地 歩を築いてきた田宮俊作社長の著書[3]は ベ
ス トセラーの一角に食い込んだ。その著書か ら,田宮氏の情報の探索ぶ りの片
鱗 を考察す る。
(1)1963年,アメ リカか ら 「ス ロッ トレー シ ングカー」 が輸入 され始め た。
大人気 とな り,日 本の模型 ・玩具 メー カー もこぞって参入 したが,い ず れ
もモ ノマ ネの域 をで ない もので あった。氏 は 「時 間 はか かって もいい。 オ
リジナルの スロ ッ トカーを開発 しよ う」 と研究 を始 め,1965年に走行性能
で はアメ リカ製品 を圧倒す る 「ジャガーD」 を発 表。 日本市場 で は好調 に
売れ て,ア メ リカ製 を駆逐 す る。
1966年,模型 問屋の アメ リカ視察 団に加 えて もらい,ニ ュー ヨー クのホ
ビー シ ョ ッ プで サ ン プ ル を見 せ,性 能 を ア ッ ピー ルす る が 「Madein
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Japanなんか,売 りものになるわけないだろう1」 と怒鳴られ,追 い出さ
れてしまう。 どこの小売店をまわっても相手の態度は同じであった。それ
で も諦めず,ス ロットカー専用のレーシング場へ行 き,オーナーに頼み,
半ば強引に試走させて もらい,ア メリカ人に他流試合 を挑 む。結果は全勝
であったが,「勝ったのはマシンの性能でない。おまえさんの腕がいいか
らだ。腕を買 うことはできんよ」 という理屈で製品を認めない。「日本製
は粗悪」 という偏見の強さを実感する。
(2)ところが1967年,ヨーロッパへ視察に行 くと,本人 も知 らぬうちにタミ
ヤのスロットカーが高値で売れていることに驚 く。チューリッヒのコンテ
ス トで タミヤの 「ポルシェ ・カレラ6」 がアメリカを押 さえて優勝 してい
たことも知る。スイス人のバイヤーが独 自のルー トで輸入 していたらしい。
イギ リスのホビー誌 「ミニチュア ・オー ト」の1966年9月号 にタミヤ製品
を高 く評価する記事が載っていたという。 日本製に偏見を持たずに評価 し
て くれていたことを知 る。そ してイギ リスのRIKO社の副社長が,タ ミ
ヤの代理店にな りたいと静岡を訪れる。
(3)(1)で述べた訪米の際にもう一つの訪米 目的である,メ リーラン ド州アバ
ディー ンにあると知人から聞いていた戦車博物館の取材をする。同行の社
員と2人。 とてつもなく広い展示 フィール ドに入って,見 渡す限 りの戦車
の大群に驚 く。写真でしか見たことのない戦車,アメリカ,ドイッ,ソ連,
イギリス,イ タリア…世界の戦車が並んでいる。夢中になって手分けして
写真 を撮る。
例えば ドイツのパ ンサー戦車。会社 にある戦車年鑑の史料 は簡単な側面
図と不鮮明な写真で,模 型作 りのためのまともな設計図を引けない。神田
の古本屋をあさり戦車の写真が1枚 でもあれば買い込んでいた。写真 とい
ってもほとんどが報道写真で,撮 る角度 もななめ前か らが多 く,不鮮明な
もの しかなかった。
特 に知 りたいのは車体の底 と後部,エ スケープハッチの形,リ ベ ットが
打たれている位置 ・形 ・数…。車体の下か ら写真 を撮るなんて容易なこと
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ではなかったが,何 とか工夫する。巻 き尺で要所要所の寸法を測 りラフス
ケッチを描 く。そして撮 りたいのが車体の真上か らの写真。正確な形と寸
法が欲 しいのだ。だが警備兵が 「戦車の上にのぼるな1」 と怒鳴る。頼ん
で も規則だか らダメととりつ くしまもない。近 くにあったゴミ箱を持って
きて登って背伸びして…と頑張っているうちに,警備兵がどこかへ行って
しまった。そのすきに戦車に駆け登 りバ シャバシャと撮 りまくる。食事 も
そこそこに,土 と埃 にまみれなが ら2日間,警 備兵に追い出されるまで,
フィルム100本,3000カッ ト以上の撮影をした。
帰国して早速製品化に取 りかかる。フロン トホイールのギザギザ,キ ャ
タピラの複雑 な形,5つ のパーツで構成 された砲身止め具etc.5年前に
つ くったパ ンサー戦車では省略されていた部分がすべて精密に再現 された
"リアルパ ンサー"が 出来上がった。
(4)ほかにも軍事博物館がないかと調べて,イ ギ リスの ドーセット州ボー ビ
ン トンにあることを知る。取材 したいという手紙を送ると館長のダンカン
将軍から快諾の返事。イギリスの代理店RIKO社の人 と訪ねる。
第1次 大戦のものか ら現用車両まで,大 きなものから小さな連絡運搬用
車両まで揃っていた。軍用車両の生 き字引のような将軍の説明にメモを取
り続け,休 憩 も食事もせずに車両の写真 を取 り続けた。
タミヤはその後もボービントン博物館の恩恵を受け続けたので,感 謝の
気持ちを表すべ く1990年に2000万円の寄付 をし,「タミヤホール」が建設
され,そ れまで雨ざらしになっていた軍用車両が館内に展示されるように
なった。
(5)海外での取材 を重ねても,ソ連の戦車の詳 しいデータが得 られなかった。
六本木のソ連大使館 に頼んだが断 られる。ところが1967年の中東戦争(六
日間戦争)の 翌年,新 聞に小さく 「捕獲 した戦車がイスラエルの街に飾 ら
れている」 という記事。 ソ連の戦車に違いない,す ぐにイスラエルへ。テ
ルアビブのホテルか ら徒歩15分程の目抜 き通 りに,ソ 連製のT-34/85型
戦車があった。車体は砂漠色。当時のカラーフィルムは天候状態によって
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色調がかわって しまうので,日 本で何種類かの砂漠色の色見本を作って持
って行 き,それ と見比べ なが ら撮影をした。
(6)もちろん,以 上に述べた例以外にも田宮俊作氏は,模型作 りの資料 ・情
報のあ りそうな ところがあれば,困 難 ・面倒を問わず出掛けて徹底的に取
材する。そのエネルギーの源をなにか。社員の言葉を引用 してみよう。
「私がはじめて戦車 を見たのは,ま だかけだしの新人のころで した。社
長に 『実物を見るのは大いに参考になるか ら』 と,取材に連れて行っても
らったのです。本物の戦車の大 きさ,威圧感……それはす ごいものがあ り
ました。 とにか く質感が写真で見たのとは全然違うのです。メカニカルな
デザインはとても美 しく,兵器 というよ り工芸品 として見てしまいました。
取材 したあとは 『何 とかして,あ の存在感を模型で出 したい』 という意欲
がふつふつ とわいてきて,早 く日本にもどり,設計に取 りかか りたくなっ
たのをおぼえています。」(田村広幸企画部長)
N.異分野との連携 一 考古学の例
異なった学問分野の連携や他分野の技術の応用が,情 報獲得のために著 しい
成果をあげることは考古学の世界でよく眼につ く。その例は枚挙 に暇がない く
らい多い。放射性同位元素の半減期を利用 して年代を測定する。 ミトコンドリ
ァDNAを 調べることによって現代人から古人類 までの近縁関係を測 る。発掘
した墳墓から出土 した青銅や石器の武器の破片に付着 した脂肪酸の分析によっ
て,そ の武器が副葬品か墓の主の体に刺 さっていたのかが分かる。骨の中の炭
素や窒素やス トロンチウムなどの分析によって,そ の骨の主が生前 に食べたも
のは植物が多かったか,海 産物が多いか,獣 肉が多いかなどが判明する。メキ
シコのある遺跡の,副 葬品で上流社会 と見 られる人骨では,肉 を多 く食べてい
たことが分かったという…等々である。
ここでは家族社会構造の変遷 についての情報が得 られたと思われる例 と,稲
作の証拠の例を紹介 してみる。
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(1)遺跡か ら出た人骨の男女 を判定 してから,歯 の上面の形,幅,厚 さを数
値にし,多変量解析 を行って比較すると,80%の信頼度で血縁関係 を判定
することがで きるという。九州大学の田中良之氏 と琉球大学の土肥直美氏
らがその研究を行っている。以下,田 中琢 ・佐原真両氏の共著書[4]の
中の佐原氏の記載の要約を述べる。
5世紀後半～6世 紀の上ノ原横穴墓(大 分県),6世紀前半ない し中頃
～後半の朝田古墳群(山 口市),7世 紀前半の花岡古墳群(大 垣市)の 場
合を例 として見る。最初の二つは崖に掘った横穴式で何回かの追葬がある。
花岡古墳群は小規模な円墳から成っている。初葬か ら追葬の順を識別し,
土器によって年代を判定する。そして得た資料の解析によって次のような
ことが分かってきたとい う。
4世紀～5世 紀中頃:原 則 として「首長」「家長」の血をひ く兄弟 ・姉妹 ・
姉弟 ・兄妹 をひとつの墓に埋葬する。親子が同 じ墓に入っていることはな
い。子供 を生んだことが分かる女性の場合でも,そ の子は同 じ墓に入 って
いない。夫婦を一つの墓に入れることはない。初葬で男女の比率をみると
6:4で,ほ ぼ男女同権 とみてよい。
5世紀後半:「 家長」 とみられる成人男性とその子供(男 女 とも)を一
つの墓に入れる。配偶者はこの墓に入っていない。一般 に父系制社会では
妻は同属扱いになるのに,こ こでは血統主義である。
6世紀前半～中頃:「 家長」夫妻 とその子供たちが一つの墓に入 る。た
だ し追葬 した子供たちの配偶者 は入 ってはいない。これはかって石母 田
正 ・門脇禎二両氏が指摘 したことと符合するとのこと。
「田中さんの研究があ きらかにした内容は驚 くべ きものがある。…この
研究は考古学と自然科学のみごとな提携にあった。…歯の研究は将来,縄
文 ・弥生時代の家族の実態をとらえることがで きるだろう。」 と佐原氏 は
書いている。
(2)イネ科の植物の葉は機動細胞 というガラス質細胞を含んでいる。植物の
種類によって大 きさ,形,量 が異 なる。葉が腐ってなくなってもそのまま
ヱ6 商 学 討 究 第48巻 第2・3号
の形で土中に残 り,肉眼では見えない1/20ミリほどの化石 となる。これ
をプラント・オパールと呼ぶ。熱にも強く,土器を焼 く程度の温度では変
化 しない。
考古学の方法で確かめ られていた 日本最古の水田は約2400年前,弥 生時
代早期だが,それを縄文水田とする見方もあった。それがプラン ト・オパー
ル分析法の出現によって,事 情は大 きく変わる。まず1981年,熊本県上南
部遺跡の約3000年前,縄 文晩期初頭の土器片を構成する粘土の中からプラ
ン ト・オパールが見つか り,さらに最近,岡山県南溝手遺跡の約3500年前,
縄文後期の土器片からも発見 され[5],日本 における稲作の起源は約1000
年も遡ることになった。だだしまだほそぼそとした稲作であったことは間
違いないが。
情報の信頼性 という点か ら見て重要なことは,機動細胞 は籾には存在 し
ない ということである。従って発見されたプラン ト・オパールが,他 の場
所,た とえばすでに稲作があった中国などから持ち込 まれた米に起因する
するのではないか,と いうような心配をする必要はないのである。 また土
器を構成する焼かれた粘土の中から発見 されたということは,そ の土器が
作 られた時代の粘土の中にプラン ト・オパールがあったということであ
り,後世の稲か らのものが混入 したものではないか らである。
V。 スポーツにお ける情報
健康のためのスポーツではなくて,勝 敗や記録の向上が関心事となる競技ス
ポーツを考えてみる。スポーツには,サ ッカー ・柔道 ・野球などのように対戦
相手がいなけば実行不可能 なものと,弓 ・ゴルフ,重量挙げ ・棒高跳び ・100
メー トル走など,原理的には対戦相手がなくても実行可能なものがある。前者
では直接的に勝敗が問題 となり,後者では複数の競技者で競技 をして記録を競
い順位 を決める。
初心のアマチュアか ら世界レベルのプロフェッショナルまで,多数の人々が,
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自分や 自分のチームの勝利や記録の向上を目指 して努力 をしている。その情熱
には敬意 を表 したくなるほどである。それだけに対戦相手や競技環境などにつ
いての情報収集や分析が,程 度の大小はあれ,よ く行われている。当然のこと
なが ら,アマの場合はプロの情報収集 ・分析能力には遠 く及ばない。そのため
に折角の努力が生かされず,あたら苦杯 を嘗め続けるというケースが多い。「努
力」の多 くは肉体的訓練や競技技術 の向上に向け られがちであるが,「情報」
に留意することによって,よ り良い成果をあげ得る場合 も多い。
それはどんな種 目のスポーツでもあるのだが,プ レイ中に 「考える時間」が
あるゴルフには 「情報」の観点から見て面白い例が数多 くある。
プロゴルファーの田原紘氏は現在 シニアツアーで活躍中だが,ア マチュアに
対するレッスンの旨さでも有名で,1987年のレッス ン ・オブ ・ザ ・イヤーに選
ばれている。
ゴルフに関する技術指導,心 理,マ ナー,記 録,用 具,歴 史,評 論,随 筆な
どの文献類は,各 種スポーツの中でも群を抜 くのではないかと思 うほど多い。
その中で,ア マチュア2人 をラウンドしながら指導 した過程を記 した田原氏の
著書[6]は 異色である。
レッス ンを受ける2人 はハ ンデキャップが20前後。ゴルフコースのメンバー
ならば中下級 といったところ,技 術的には欠点だらけのアマチュアであるが,
技術的な欠点 には手を付けず とも,考 えたプレイをするだけで,ス コアを良 く
することができることを示 したレッスンの記録である。その書の中からい くつ
か取 り上げてみる。
(1)233ヤー ドの長 いパ ー3の ホー ル,グ リー ン前 に池が あ る。 レッス ンを
受けて いるS氏 は第1打 を池 に打 ち込 んで しまう。池 の手前 に ドロ ップ し
て9番 アイ ア ンの第3打 は左 に流 れ,2つ 並んだバ ンカーの 中間へ 。そ こ
か ら ピ ッチ ング ウ ェ ッ ジで の ア プ ロー チ は トップ して グ リー ンを オー
バーo
S氏 「ア プローチの ライが悪 くて」 と弁解 す る。
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田原 「グリーン左側のライが悪いことは打つ前か ら分かっていたはずで
す よ。ティグラウンドにいる時か ら,そのことを頭に入れておかな
ければならないんです」
S氏 「分かる訳がないです よ。始めてのコースだし,そんなに目はよく
あ りません」
それが分かるのだ,と 田原氏は言う。 自分たちがティグラウンドに着い
た時は,前 の組はまだグリーン上にいた。全員がパ ッティングを終えて次
のホールへ歩いて行った時,グ リーンの左,2つ のバ ンカーの間を通って
行った,と いうことを見ていれば,そ の辺がプレイヤーの歩 く道だから
田原 「芝が踏まれてつぶされ,ベ アグラウンドのようになっている,と
いうことはその場へ行かな くても分かるはずです」
S氏 「注意力なんですねえ。そんなこと考えたこともなかった」
田原 「前の組が見える必要 もないんです。次のティグラウンドはどこに
あるのか。キャディさんに聞けばす ぐに分かることでしょう。 しか
し,誰 もきかない。ゴルフ場には,実 にた くさんの情報があふれて
いるのに,そ れを無視 してしまっているんです。 もったいない話で
す」
(2)あるパー4の ホールでY氏 の第2打 地点は,フ ェアウェイセンターのや
や右。
Y氏 「もうグリーンを狙 えるで しょう」
田原 「とす ると,3番 か4番 アイアン。 しか しスライス したら?」
Y氏 「右の池か……。あ,そ うか。こうい うときは左狙いですか」
田原 「左の土手を狙 うんで しょうね。スライスしてもグリーンの方に行
く。 まっす ぐ出て土手に当たっても,転 がって落ちてきます」
Y氏 「落ちなかったら困 りますよ。左足下が りでしか も打ち上げという
アプローチになる」
田原 「落ちてきます。今 日は空気が乾いているでしょう。4日 間ほど雨
が降っていません。土手の地面はかたく乾いているはずです」
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Y氏 「そんなこと,分かるんですか」
田原 「4時間近 くも歩いているんです よ。乾いているかどうかは分かっ
ていなければな りませんよ。あそこの土手は木の陰でもないし,水
をまいたあともない。湿っているわけがないでしょう」
左 の土手に打ったY氏 の第2打 は,予 定どお り下のフェアウェイに転が
り落ち,ピ ッチ ングウェッジでグリーンを捉 えることができたという。
(3)あるホールのティグラウンド。S氏がティアップしたが,キャディがち ょ
っと待 って下さいと言 う。フェアウェイを見 ると200ヤード地点,右 の林
のそばにキャディカー トが止められている。キャデ ィを含む全員が林の中
でボー ルを探 しているのだ。 このように待たされた場合 アマチュアはイラ
イラし,自分が打つ番 になったとき打ち損 じて しまう,な どということが
ある。S氏 もY氏 もイライラした様子になった。
田原 「待たされるということは,あ る重要な情報を教 えてもらったとい
うことです。すいすいと運んでいたパーティが急に遅 くなった。そこには
なにかの理由があるはずです。そのわけを考えて原因をつかめば自分が有
利 になる。そう考えたら,か えって感謝 しなければならないはずですよ」
前の組全員が右の林 に打ち込んだ理由として考えられることを,氏 は説
明する。
① 左から右への強い風。
しかし,こ のホールは右からの風が吹いているから,それはあては
まらない。
② 右へ大 きくドッグレグしたホールで,右 の林の上を越えるショー ト
カットを全員が狙って失敗 した。
しかし,全員が ショー トカットを狙 うことは少ない。それにここは
真 っす ぐのコースだか ら,これもあてはまらない。
③ この場合はティグラウンドにその理由がある…。
S氏もY氏 も③の理由の意味が分からない。田原氏は解説する。
一 このホール。ティマークは,左 より右が後ろに下がっている。ティ
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マークはここか ら先 に出てボールを打ってはいけない,と いうラインにし
かす ぎず,シ ョットの方向は自分で決めねばならない。 しか し,殆 どのア
マチュアは2つ のティマークを結んだ線に直角に打ちたくなる。その結果
(右を向 くことになるので),あのように全員が右の林の中,と いうこと
になる。
前の組がグリーンでなかなか終わらないことがある。急に遅 くなった
ときには何かある,と思わなければならない。グリーンの性質がそれまでと
変わっているのか。アンジュレーションのせいか。カップが難しい位置に切っ
てあるのか。それが分かることで,乗せ方を考えることができる。
ゴルフ場には多 くの情報があふれている。利用するか しないかで,ゴ ル
フは大 きく変わって くる。 と,田原氏は言う。
(4)このレッス ンは,ま ずアウ ト半ラウンドを田原氏のアドバイスな しに,
これまで自分がやって きた流儀でプレイし,午後からまた同じアウ ト半ラ
ウンドを,田原氏のア ドバイス通 りにプレイする。翌日はインの半ラウン
ドをア ドバイスを受けてプレイする,というや り方で行われた。両 日とも,
アマチュアでは上級者 しか使わない,プ ロ並みのバ ックティか らプレイし
たとのこと。
第1日 目の1番 のパー4の ホール,S氏 は(田 原氏の眼か ら見て)ミ ス
を重ね,グ リー ンに乗せるまでに5打 を要 した。その午後,再 び1番 ホー
ルに戻ってきた とき,田原氏が 「午前中のこのホール,な にが悪かったか
わか りますか」とS氏 に尋ねる。S氏はスコアカー ドを取 り出 し考え込む。
どのショットが悪かったか,な ぜ ミス したか,と いう問題以前に,な にも
覚 えていないのだ。 と田原氏は嘆き,「多 くのアマチュアは,こ のように
自分のゴルフをあっさ り忘れてしまう。それだか らいつ までも同じ失敗 を
繰 り返 し,進歩がない」と言い,そ して,自分のしたことの記憶,即 ち 「自
分 自身さえも情報のひとつだ ということを知 らなければならない」と言う。
さて2人 のスコアはどうなったか。ア ドバイスな しに回った最初のアウ
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トで はS氏58,Y氏62。 それが ア ドバ イス通 りにプ レイ した2度 目のア ウ
トで はS氏45,Y氏43。 それぞ れ13打,19打も改善 している。翌 日のイ ン
ではS氏43,Y氏41。 中下級 のアマチ ュアがバ ックティか ら打 ってのス コ
ア として は,か な り良 い もの になってい る。
W.情報農業の活気
株式会社IBCの 社長である一ノ瀬正輝氏の2冊 の著書[7],[8]には,
農業情報データベースか ら必要な情報 をパソコン通信で取 り出し活用 して,高
収益をあげている農家の例が多数載っている。そのような農家は農地 ・土壌 ・
作物 ・気象 ・市場などに対す る観察 も鋭 く,情報に対する感度が高 く,栽培技
術 などの研究にも熱心だという。氏 はそれを「優秀農家」,そうでない農家 を「ダ
メ農家」 と呼んで,優 秀農家 になるための3つ のフェイズを挙げている(い ず
れ も他の産業でも言われていることであるが…)。[7コ
〈フェイズ1>生 産技術情報の入手 ・マス ター
〈フェイズE>マ ネジメン ト情報のマスター
〈フェイズ皿〉マーケット情報の学習
氏は,ま だダメ農家の方が圧倒的に多いが,優 秀農家が次々と出現 している
という。上記の著書には,情 報を得ること ・それを活用することなどで,農 業
以外の仕事にも参考になる例が多い。それ らのうちの一部を取 り上げてみる。
(1)「ダメ農家」 と 「優秀農家」の比較[7]
宮崎県のキュウリ農家A氏 とB氏は,作 付け面積はほぼ同 じだが,年 収
はそれぞれ600万円,2400万円であるとい う。A氏 はハウス物だけ,B氏
は露地物 とハウス物,そ れにショウガを少 し作 っているという違いはある
けれど,あ まりにも大 きい年収の差。その原因を一ノ瀬氏は研究 した。
第一:A氏 は市況の 「高い ・安い」にほとんど反応 しない
B氏 は市況に敏感である
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宮崎中央市場の過去10年間のデータによれば,キ ュウリの高値安定期間は
11月か ら翌年1月 末まで。この3ケ 月間にも高値安値の波があ り,89～90
年の場合では,高値の10日間に100キロ出荷すれば63万円(A品)になるが,
安値の10日問に出せば33万円にしかな らない。B氏 はパソコン端末でデー
タベースか ら市況データを引出し,価格差を巧みについて出荷時期を調整
して収入を増やしている。
第二:A氏 はキュウリの品質の良いものが少ない
B氏は秀品率が高い
キュウリはA品,B品,C品 とランク付けされて市場に出されるが,B氏
のはほとんどがA品 で,A氏 の物はA品 が7割 程度 しかない。それは栽培
技術の差だが,そ れ も気象情報などを活用 しているか どうかが関係 してい
る。
第三:A氏 は7～9月 の暑い時期は休んでいる
B氏はその時期に露地物を作 っている
宮崎県の夏はものすごく暑いので,普 通では露地物で高品質のキュウリは
育たないが,B氏 は高品質の物を作る技術を持っている。
第四:A氏 はハウス内の温度コントロールに無神経
B氏はハウス内の温度をキュウリの適温 に保つ よう神経を使って
いる
午前7～11時頃はキュウリの光合成の時間帯なので,温 度を25～30度の範
囲にしなければな らない。B氏 のハ ウスはそうなっているが,A氏 のハ ウ
スは朝7時 頃から温度が ぐん ぐん上が り,11時頃には35度にもなり高温障
害を起 こした り光合成が鈍 ったりする。夜はキュウリが休眠するので13～
14度が理想。B氏 のハウスはこの範囲にあるが,A氏 のハウスは14～19度
で,し かも温度に波がある。また夜の温度が高いと,ハ ウスのビニールの
内側 に雫がいっぱい付いて,翌 朝の太陽光線の欲 しい時に十分な光が入 っ
て来ない。温度を正確に知るために,掌に乗 る 「マイクロ ・データロガー」
という小さなコンピュータがある。B氏 はこれを借 りて活用 している。
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このように 「儲かる農家」「ダメ農家」には,それぞれ理由があるという。
(2)情報を活用する人 ・しない人[8]
IBCで は台風情報のサービス もしている。1991年,九州を直撃した台
風19号の進路 も,気象庁以上に正確に予測したという。この台風 は日本列
島を縦断 し,九州では稲,野 菜のほか林業も大打撃 を受けた。その後の典
型的な2つ の反応:
(a)「社長。そんなに精度の良い情報を教えて もらっても何 もならんよ。
まっぽす(宮 崎弁で"直 撃"の こと)だ もの」(福岡県のある農協の
部長の言)。
(b)「社長。有 り難うございました。助か りましたよ」(佐賀県のある
農協)。
同じ台風情報を得て,佐 賀の農協はどうしたのか?
「あれだけ精度の良い情報を教えて もらったので,… 前もって資材 を押さ
えておいた。(被害が分かってか らでは資材 もな くな り高値になるか ら)
早め早めに,必 ず必要になるハウス用のビニールなどの資材を押 さえてお
こうと,す ぐ動いたんだ。それを後で組合員に配ったら喜ばれてねえ」
情報を生かす も殺すも人間次第,と いうことが良く分かる例である。
(3)北海道(?)は ノンビリしている一 ジャガイモ情報一[8]
日本のジャガイモの4大 産地は,北海道,千葉県,静岡県,長崎県である。
その中で,静 岡県浜松空港近 くの 「三方原 ジャガイモ」は特に美味しく,
香 りも味 もまったく違 うそうで,他 の産地の物の3倍 の値段で取引きされ
ているとのこと。
三方原の農家は熱意が違うという。絶えず土壌を分析 し,気象情報を調
べ,農 協の分荷計画の巧拙 に注意をし,市況の変化 も絶えず睨んでいるの
で,農 協 も常に勉強をし,デ ータを取 り情報 を集め,栽 培技術,土 壌,市
況 などを研究 し,ブ ラン ド名の維持に留意 し…というように努力をするこ
とになる。
一ノ瀬氏は,4大 産地のうちのある地(氏 は地名を明記していないが,
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書きぶ りから見て,北 海道ではないか と,私 は推定 している)で 講演をし
た時に,集 まったジャガイモ農家の人たちに質問 してみて驚いた。
(a)ライバルである他の大産地が どこであるか も知 らない。
(b)自分たちのジャガイモの値段が,ラ イバル産地三方原の1/3で あ
ることも知 らない。そんなこと,農協 は教えて くれなかった,と 言っ
ている。
農協が農家を無知扱いにし,無知状態 を保ち,生 産物をどこに出荷 し,
価格がい くらだったかも知 らせない,と いうや り方を続け,農家 もそれに
疑問 も持たず,何 か都合の悪いことが起 きれば農協や農政のせいにする。
それでは農業の未来はない,と 氏は書 く。
(4)気象情報と市場情報を結びつける[7]
宮崎県のキュウリ農家M氏 は,11月に入 ると農業情報ネットワーク 「ひ
まわりネット」から気象情報 を毎 日引出し,細心の注意をはらう。過去15
年の市況 を調べると,宮崎で初霜が降りて3日 後には,大 阪,神 戸の市場
でキュウリの価格が3～4倍 に跳ね上がる,と いうデータがパ ソコン通信
で手に入っているからである。
気象データで初霜日の予想 をつけると,市場価格のピークの時に大量出
荷で きるようにハ ウス内のキュウリの樹勢をコントロールする。肥培管理,
摘花,摘 芯,誘 引(枝 やつるを伸ばしてやること)な どの栽培技術 の裏付
けがあってのことである。 こうして 「ダメ農家」の何倍もの収益 をあげて
いるという。
降霜の条件は4つ あり,それ らの条件が満たされなければ絶対 に降霜は
ないという。
①天気図の配置が西高東低である
②気温が4℃ 以下である
③湿 り気がある
④無風である
データベースからのデータと,こ れら4条件を照 らし合わせ,自 分の方の
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栽培条件などに合うように活用すればよいのだと,一ノ瀬氏 は言っている。
(5)敵を知 り己を知れば…[7]
宮崎県都農(ツ ノ)で ミニ トマ トを作 っているK氏 は,僅 か5反 歩で年
収3,000万円を得ているという。彼 は毎 日のようにネッ トから全国,特 に
千葉県の気象情報を取 り出して分析 し,千葉県のミニ トマ トの成育状況を
判断する。宮崎県の ミニ トマ トは千葉県の物 と競合 しているからである。
千葉県で雨模様が続いていれば,徒 長気味になった り(すると収穫が遅
くなる),病害虫が発生 した りす るので,早 めに出荷で きるように樹勢を
コントロールする。逆に千葉県で好天が続いていれば,成 育がよくなり市
場へ早 く出荷 されるので,自 分は遅 く出荷で きるようにする。こうして市
場価格の高い時に出荷する量 を多 くすることで,高 収益をあげているとい
う。パ ソコンを利用する前 には,毎 日のように千葉の気象台に電話して,
気象情報を入手 していたので,電 話料が月に10万円にもなっていたとのこ
と。それで もペイしていたということである。
なおK氏 のミニ トマ ト耕作地は,ミ ニ トマ ト作 りのために探 し出 した土
地。高地にあ りなが ら気温の逆転層で,南 側の平地よりも3～4℃ 高いこ
とを発見 したのだ という。それによって,ハ ウスの冬場の暖房費が100万
円 も節約で きるのだそ うである。
(6)各地の気温 と地方市場価格[8]
有限会社 「0ファーム」は宮城県岩沼市で レタスを栽培する0氏 の会社
である。彼が レタスを作 っているのは,海 抜500～600mの高原である。
彼は温度計 も見ずに気温を正確に当てることができる。そして,ど この地
域の気温が1度 上がったら,レ タスの価格がいくら上がるというデータを
全部覚 えているという。 さらに 「ひまわ りネット」で毎 日,各地の気温を
見る。
「どこかで3度 も上がれば…革命が起きたようなもの。そこのレタスは
萎えてしまうからね。俺の方は高原だか ら大丈夫…ものすごく値上が りし
て儲かる。さて,今 日はどこが高いか。福島か」 と,ト ラックを運転 して
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福島の地方市場へ出荷 し,帰 りには市場の裏に積んである段ボールをもら
って帰る。中央市場に出すと規格の階級別の箱に詰めて出さねばならない
のに,地 方市場ではその辺の段ボールでよいので,経 費 も安 くつ くとのこ
と。
0氏は中央市場の制度にも疑問を持っていて,流 通の矛盾 をついてビジ
ネスをしている面があるのだが,そ れについてはここでは触れない。
その他,エ ルニーニョ情報に留意 して冷夏になるか猛暑の夏になるかを
判断し,枝豆の作付け面積 を調節(猛 暑になればビールが売れ,従 ってお
つ まみの枝豆 も売れる)し ている農家。シソ栽培の面積を決めたいので梅
(梅漬けにシソが必要)の 成育予測をIBCに 依頼 して きた農家や柏餅用
の柏の葉の豊凶予測を依頼 してきた製菓会社の社長(この2つ のケースは,
過去5年 分以上の関連データがあれば,多変量解析 などで予測ができるが,
残念なが ら2人 ともデータを取っていなかったのです ぐに予測はで きなか
った。今後は観察によってデータを蓄積すると言って帰ったそうである)。
その他多数の興味ある例が一ノ瀬氏の著書に載っている。
そして氏は,今 の農家の7割 以上が,虫 を見ても害虫と益虫の区別がつ
かない。成虫 と幼虫の区別 さえ見分けられな くなっている,と 嘆 く。稲の
害虫ウンカは中国大陸か らジェッ ト気流に乗って7月 中～下旬頃,日 本に
やって くることが判明 しているので,気 象情報に注意 していれば対策をた
てやすいのに,そ れも知 らず,農 薬でウンカの天敵を全滅させてしまった
所ヘウンカをお迎えするようなことをしている。農薬頼 りの結果,知 識 も
観察力 もな くなってしまったのだ,と いう。
その一方,氏 は,優 秀農家は例外なく早起 きだ と言 う。植物を観察 し,
植物が訴えるところを知るのには,太 陽の出る30分くらい前が最 もよいの
だそうである。彼 らはその短い時間帯に,葉 柄の角度 ・葉脈 ・産毛 ・巻 き
つるの先端の色や艶 ・角度 ・先端の若葉の生長点の微妙 な色合いなどを観
察する。例えば,ト マ ト・メロン ・キュウリなどの葉や枝 についている白
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いヒゲ(産 毛)の 様子で,植 物が水を欲 しているか否かが分かるという。
W.2つ の疑 問を残 して
研究者にとっては情報の獲得や活用は日常の仕事であって,皆 その達人であ
るから,この稿のようなものは必要 もなかろう。しかし,研究が業でない場合,
必要な情報やその獲得方法や活用の仕方は,そ の人の仕事の種類や 目的によっ
て異なるし,獲得や活用の熟練度 も多様であろうから,こ のようなケーススタ
デイにも若干の意味はあろうと思 う。
コンピュータネッ トや文献か ら情報 を得ることはもちろん大切で,これは「情
報検索」である。すでに記号化され登録された情報 を引 き出す行為である。そ
れに対 して,土壌や作物や水温の変化などを,つまり現場をよ く観察すること,
そ して記録することは,情報の 「探索」であ り情報の 「検出」である。「感知」
と呼ぶ方が適切な場合 も多いだろう。
その道の専門家や現地の人や資料館などの人 と懇意になること,つ まり 「人
脈」,関係の地などへ行 って 「実感」すること,そ して目指す情報がなかなか
得 られなくても諦めない粘 り強さ,一種の 「強引さ」も大切である。吉村氏の「い
つ雪がやんだか」のような場合は,現在ではインターネットで 「教 えて下さい」
とやるのも有効な手段である。異分野の情報と協力が不可欠な考古学では,広
い 「人脈」が最 も大切だ と考古学者は言 う。
情報の探索 ・感知力の差 と,得た情報を生かす能力の差が,何 の仕事 にせよ
業績の差になって表れる,と いうことがここで挙げた多 くの例か ら見ることが
できる。
本稿の例の主人公たちは,優 れた 「情報探索感知力」 「情報活用力」を持 っ
てお り,他の人が見逃 している大事 なことに 「気がつ く」人たちである。その
ような能力の源泉は何か。やはり 「いま関わっている仕事が好き」だから熱中
しても疲れず,だ か ら粘 り強 く,だか ら感知能力が研 ぎ澄 まされ,だ から(田
宮氏の例のように)「強引」 になることもでき,だ から 「辞 を低うして人に教
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えを乞う」姿勢にもな り得るのであろう。
だが何故 「気がつ く」のだろうか?と いう疑問は氷解 しない。
そ してもう一つ疑問が残る。「好 きで熱心に取組んでいるが,い ま一つ成果
が思わ しくない」という現象もひろく存在するのは何故か?と いう疑問であ
る。
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後書き一 迷い込んだ世界一
現実世界との関わ りを考 える必要のない 「純粋数学」 という学問の世界にい
た,学 部 ・大学院時代の私の周囲には 「我々は失業者みたいなものだからね」
と笑い合いなが ら,奨学金 とアルバイ トで生計 を立て,勉 強に熱中していた大
学院生が大勢いました。その頃の日本は,敗 戦後の飢餓 と貧窮か らようや く立
ち直るメ ドがついてきた頃で,そ の後の 「経済大国」など夢想 もで きない時代
で した。従 って国立大学の数も少なく規模 も小 さかったし,私立大学の数 も今
よりはるかに少なかった(昭和30年頃,例 えば北海道では4年 制の私立大は1
校 しかなかったはず)の で,院 生の行 き先となる研究ポス トは極めて少 なく,
まして 「世の中に役に立たない」純粋数学専攻のポス トは滅多に空 きが出ませ
ん。それで院生の指導教官は皆,院生の行き先のことで苦労 していたようです。
そんな時,指 導教官の東屋五郎教授に統計数理研究所に行 く気はないか,と
言われたことか ら,現実世界 と関わる分野に迷い込むようになったわけです。
そして何のめ ぐり合わせか,一 層現実世界 との関わ りの深い小樽商科大学へ と
迷い込むことになりました。
商大に来て戸惑ったのは 「話が通 じない」ことで した。使 う論理が違います。
行動様式 も違うようです。こちらの言 うことを素直 に受け取ってもらえない感
じもしました。そこで私は法律や経済や経営の本 を読み,経 済研究所の事務室
でいろんな先生に質問して耳学問をしたりしました。
思い出す ことは大学紛争です。日大や東大医学部 などか ら始まった大学紛争
は,小 樽にも飛び火 しました。確かに大学には改革すべきことが多々ありまし
たが,全 学闘とかの言うことには納得がいきませんでした。そんな時,個 々の
教官と数人の闘争学生との討論が分散 して行われ,私 も闘争を指導 している学
生たちと討論をしました。彼 らは 「先生たちの授業 を我々が聴いて,我 々の思
想 と合わなければ授業を止めさせる」 というのです。私は 「それは,演説会に
警官が立ち会って,演 説者が政府批判などをすると"弁士中止"と 演説会を解
散 させたような,戦 前の思想弾圧 ・学問の自由弾圧 と同 じですね」 と反論する
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と,彼 らはた じろいで少 しおとな しくなりました。大学紛争世代がいまマスコ
ミなどの中枢にいるわけですが,私 に何 となくマスコミが信用できない気持ち
があるのは,そ んな経験か らでしょうか。紛争の最中,私 はT先 生に 「こんな
非常識なことは永 くは続きませんよ」 と言 ったことがあ ります。紛争が収まっ
てか らT先生は 「沼田先生の言った通 りでしたね」 と言っていました。
あの 「Y事件」の処理は苦い思い出です。あの調査 ・審理を通 して,い ろい
ろな事が次々と判明してきました。私は,こ んな事を許してはならないと,調
査に打 ち込み,「情報探索」をしました。3年 近 くをそれに費や した ようなも
のです。その仕事の経験か ら 「私は検事か刑事の才能があったのかも」 と思い
ました。でも疲れました。健康を損ねた後であったせいもあるで しょうが。
四半世紀 を要 しましたが,管 理科学科を拡充 して教官層の厚みを増 した社会
情報学科に改組することが出来たことで,私 は肩の荷を降ろ したような気持ち
になりました。学年進行 による学科の完成 とともに停年退官になったことも何
かの因縁でしょう。新 しい教官が圧倒的に多 くなり,時代 に合わせた変化が進
行するでしょう。この頃,小 樽商科大学の名 を新聞などで目にすることが多 く
な りました。「教官層の厚み」の効果が現れてきたので しょうね。
かなりの違和感を感じた世界に迷い込んで34年。その間,私 はいったい何を
したのか。精力分散で結局時間の無駄をした感 じです。そんな私のために記念
号 と言われても困惑が先立ちますが,ご 好意に甘えて 「情報探索…」の拙稿を
載せていただきました。
新聞にスポー ツ随筆 を連載 していた時があ りました。約5年 間続けました。
その新聞の当時の運動部長は変わ り者だったようです。別な変わり者が私の文
章を読んでいた縁で,今 は,海外向けのボランティアの新聞に随筆 を書いたり
しています。
永い問有 り難うございました。教官 ・職員 ・ゼ ミナール学生などと過ごした
楽しい日々の思い出の中で,諸 先生の一層のご活躍 と小樽商科大学の発展を祈
ってお ります。
